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Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」 3
　

経
済
協
力
開
発
機
構
・
原
子
力
機
関
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
／

Ｎ
Ｅ
Ａ
）
は
五
月
五
日
、
こ
れ
ま
で
に
過
酷
事
故
が

発
生
し
た
米
国
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
発
電

所
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
発
電
所
、
お

よ
び
日
本
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
「
過

酷
事
故
後
の
長
期
管
理
と
対
応
活
動
」
に
つ
い
て
、
状

況
報
告
書
を
公
表
し
た
。

　

同
報
告
書
は
こ
れ
ら
の
発
電
所
を
長
期
的
に
管
理

す
る
際
、
取
り
組
む
べ
き
主
要
な
課
題
や
抜
け
落
ち

て
い
る
情
報
等
を
特
定
し
、
こ
れ
ま
で
に
長
期
管
理

関
係
で
得
ら
れ
た
経
験
や
知
識
を
レ
ビ
ュ
ー
。
ま
た
、

損
傷
し
た
原
子
力
サ
イ
ト
の
長
期
管
理
に
対
す
る
Ｎ

Ｅ
Ａ
加
盟
国
の
既
存
の
規
制
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
訓
練
熟

練
度
、
技
術
基
盤
等
を
検
証
し
て
お
り
、
最
終
的
に

こ
れ
ら
の
長
期
管
理
に
必
要
な
知
識
や
対
策
の
準
備
、

特
に
汚
染
さ
れ
た
冷
却
水
の
管
理
の
合
理
化
等
に
つ

い
て
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
な
分
野
や
勧
告
事
項

な
ど
を
提
言
し
て
い
る
。

　

三
つ
の
発
電
所
の
情
報
を
分
析
し
た
結
果
、
各
事
故

は
そ
の
特
徴
や
長
期
管
理
に
至
る
状
態
が
異
な
っ
て
い

る
た
め
、
長
期
管
理
段
階
に
お
い
て
も
異
な
る
課
題
が

発
生
し
た
。
発
電
所
を
擁
す
る
国
そ
れ
ぞ
れ
の
規
制
や

認
可
要
件
が
課
さ
れ
た
ほ
か
、
発
電
所
に
固
有
の
シ
ス

テ
ム
や
機
器
に
対
し
て
は
複
雑
な
技
術
手
段
を
必
要
と

し
た
。
ま
た
、
三
つ
す
べ
て
の
事
故
後
の
長
期
管
理
で

最
大
の
課
題
は
、
発
電
所
が
再
び
不
安
定
な
状
態
に
陥

る
リ
ス
ク
や
炉
心
と
発
電
所
の
状
態
な
ど
、
長
期
管
理

に
入
る
段
階
の
知
識
が
限
ら
れ
る
な
か
で
こ
れ
を
行
わ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
指
摘
。

　

報
告
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
発
電
所
で
実
施
す
る
長
期

管
理
の
取
り
組
み
方
法
に
つ
い
て
も
一
般
的
見
地
か
ら

議
論
。
ま
ず
長
期
管
理
の
定
義
と
範
囲
を
決
め
た
ほ
か
、

原
子
炉
を
長
期
的
に
制
御
さ
れ
た
状
態
に
保
つ
上
で
必

要
な
機
能
、
安
全
な
長
期
管
理
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法

を
特
定
。
続
い
て
、
長
期
管
理
に
お
け
る
リ
ス
ク
や
主

要
な
課
題
を
特
定
・
分
類
す
る
方
法
を
開
発
し
、
長
期

管
理
活
動
の
中
で
未
解
決
の
問
題
や
技
術
的
に
欠
落
し

て
い
る
部
分
な
ど
見
つ
け
る
た
め
「
重
要
活
動
の
ラ
ン

ク
表
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
以
上
の
資
料
や
議
論
に
基

づ
き
、
報
告
書
で
は
「
分
野
横
断
的
な
課
題
に
お
け
る

知
識
の
統
合
」、「
分
野
横
断
的
な
課
題
に
対
す
る
対
策

の
策
定
」
お
よ
び
「
個
別
分
野
に
お
け
る
知
識
の
統
合
」

の
三
つ
の
勧
告
を
提
言
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両

市
出
身
の
偉
大
な
物
理
学
者
（
そ
の
五
）
を
紹
介
し
た

い
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ド
ッ
プ
ラ
ー

は
、
一
八
〇
三
年
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
生
ま
れ
た
。
ウ
ィ
ー

ン
工
科
大
学
で
物
理
学
を
学
び
、
そ
の
後
、
ウ
ィ
ー
ン

大
学
で
数
学
、
力
学
、
天
文
学
を
学
ん
だ
。
ド
ッ
プ
ラ
ー

は
物
理
学
、
天
文
学
、
数
学
に
関
す
る
五
〇
を
は
る
か

に
超
え
る
論
文
を
発
表
。
一
八
四
二
年
に
は
「
星
の
色

の
つ
い
た
光
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
。
そ

の
中
で
、
現
在
ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
現
象
を
説
明
。
ド
ッ
プ
ラ
ー
は
、
音
源
が
近
づ
い
た

り
遠
ざ
か
っ
た
り
す
る
と
音
の
高
さ
が
変
化
す
る
こ
と

を
観
察
し
、
こ
れ
に
よ
り
星
か
ら
の
光
が
地
球
に
対
す

る
そ
の
速
度
に
応
じ
て
色
が
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
推
測
。
多
く
の
研
究
者
が
実
験
を
通
じ
て
ド
ッ
プ
ラ
ー

の
理
論
を
実
証
し
た
。
今
日
、
ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
は
、

天
文
学
、
物
理
学
、
医
学
、
気
象
学
な
ど
の
分
野
で
非

常
に
重
要
で
あ
り
、多
く
の
実
用
的
な
応
用
が
あ
る
。チ
ェ

コ
工
科
大
学
教
授
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
物
理
学
研
究
所
長

な
ど
を
歴
任
。
チ
ェ
コ
工
科
大
学
に
は
基
礎
物
理
学
研

究
所
「
ド
ッ
プ
ラ
ー
研
究
所
」
が
あ
る
。
教
え
子
の
一

人
に
遺
伝
の
法
則
で
有
名
な
メ
ン
デ
ル
が
い
る
。

　

一
方
、
一
九
四
四
年
に
名
古
屋
市
に
生
ま
れ
た
小
林 

誠
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
名
誉
教
授
は
、
名

古
屋
大
学
理
学
部
で
坂
田
昌
一
研
究
室
に
所
属
し
理
学

博
士
号
を
取
得
。
京
都
大
学
理
学
部
の
助
手
で
あ
っ
た

一
九
七
三
年
に
、
坂
田
研
究
室
の
先
輩
で
あ
る
益
川
敏

英
と
と
も
に
、
素
粒
子
物
理
学
に
お
け
る
弱
い
相
互
作

用
に
つ
い
て
、
当
時
三
つ
し
か
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
ク
ォ
ー
ク（
電
荷
１
／
３
の
基
本
粒
子
）に
関
し
、

そ
れ
が
六
種
類
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時

知
ら
れ
て
い
た
荷
電
パ
リ
テ
ィ
対
称
性
の
破
れ
と
い
う

現
象
に
説
明
を
与
え
た
。
こ
の
理
論
の
正
し
さ
は
の
ち

の
実
験
で
確
認
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
、
小
林
・
益
川
理

論
に
よ
る
物
理
学
へ
の
貢
献
に
よ
り
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
を
受
賞
し
た
。
小
林
教
授
は
、
海
部
元
首
相
と
い
と

こ
同
士
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
父
親
を
亡
く
し
、
母
親
と

一
緒
に
海
部
元
首
相
の
名
古
屋
市
内
の
自
宅
に
暮
ら
し

て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。「
年
下
だ
っ
た
の
で
、
マ
ー
坊

と
呼
ん
で
可
愛
が
っ
た
。
男
の
子
に
し
て
は
お
と
な
し

く
、
い
つ
も
部
屋
で
難
し
げ
な
本
を
読
ん
で
い
た
。
思

え
ば
あ
の
こ
ろ
か
ら
、
天
才
に
『
突
然
変
異
』
す
る
芽

が
あ
っ
た
」
と
元
首
相
は
振
り
返
る
。
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

加
速
器
研
究
機
構
素
粒
子
原
子
核
研
究
所
教
授
、
同
研

究
所
長
、
日
本
学
術
振
興
会
理
事
な
ど
を
歴
任
し
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
ス
マ
ホ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
相
対
論
的

ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
の
補
正
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
最

近
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
。
学
生
時
代
同
じ
学
部
だ
っ
た

の
で
、
小
林
助
手
（
当
時
）
と
は
ど
こ
か
で
す
れ
違
っ

た
と
思
う
。「
何
か
疑
問
に
思
っ
て
、
そ
れ
を
一
つ
解

い
た
と
き
の
喜
び
。『
よ
く
分
か
っ
た
』
と
い
う
お
も

し
ろ
さ
、
楽
し
さ
を
経
験
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
ほ

し
い
」
と
の
教
授
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

素
晴
ら
し
い
。
今
月
も
両
市
出
身
の
偉
大
な
物
理
学

者
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、

編
集
部
に
撮
影
を
お
願
い
し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
あ

る
ド
ッ
プ
ラ
ー
の
彫
像
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く

■
杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
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６月６日  ベートーヴェンの日
Beethoven-Tag auf ARTE
《ベートーヴェンで欧州を巡る

９都市で続けて９つの交響曲》TV ライヴ
ベートーヴェンゆかりの欧州９都市で全交
響曲がリレー演奏される。ボンでの交響曲
第１番13:00 に続き、ダブリン、ヘルシンキ、
ルクセンブルク、プラハ、ルガーノ、デル
フィ、ストラスブール、交響曲第９番はベ
ルヴェデール宮殿での野外演奏、ORF Ⅲテ
レビ生中継 21:05-22:15。ウィーン交響楽
団／米女性指揮者カリーナ・カネラキス／
カミラ・ニルンド／ピョートル・ベチャワ他。
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